













































































































































































































































































































































 uses the w
ord (as he tells us in the preface to his L
iterature of E
urope) “in the m
ost general sense for the know
ledge im
































































ord literatura even am
ong the R
om
ans had no settled m
eaning. T
acitus uses the phrase literatura G
ræ





ar literatura; and C
icero uses the w













































































































































































































  正著『自我を索めて』 （進路社、昭和二十二年七月） 、七〇頁。
（
5）小林






































































れば、砲撃にさらされる危険 少なかったからである。同月十日 モーパッサンは休暇をあたえられ、幼年時代をすごしたエトルタ（ノルマンディ地方、セーヌ・マリティム県 英仏海峡にのぞむ町）にもどると 当地 大さわぎの最中で った。軍服を着 ドイ 軍の将校が、この静かないなかの村にふらりと散歩にやってきたので、あわや暴動が起る寸前であった。









































になり、そこはまるで兵舎か野戦病院のようでもあった（ 『クーデタ』 ） 。
町に住むマサレルという名のでっぷりとした医師は、郡の共和党々首、県庁所在地のフリーメーソンの頭目、農業組合と消防夫の集会の長、こ














































『モーパッサンの生涯』 （新潮社、 昭和四十八年十月） 、 五八頁。
（
















































































































きのヴィルヘルム・フォン・エイリックという士官がいた。あだ名を〝フィフィ嬢〟といった。かれと仲間の将校連中は、美人の娼婦を五名呼びよせた。その中 ラシェルと う名のユダヤ女がいた。エイリックは敗者には無慈悲であり 乱暴にふるまった。女たちを前にして、フランスはおれたちのもの、おれたちはお前たちの主人である、と豪語した。ラシェルははげしくいい返す ちに、エイリックから平手打ちをくわせられ、とっさ くだも ナイフを手にと 目にもとまらな 早わざで、男ののどのあ りを突きさした。　
女は男を刺殺すると、大雨がふりしきる夜のやみの中に飛びだした。彼女は司祭によって助けられ、鐘楼


























ドイツ兵の死体が畑や中庭のすみや、みぞの中から発見され が 犯人につい はよ してわからなかった。　
ある朝のこと、ミロンじいさんが顔を刀で切られて、じぶんの馬屋に倒れているところを見つかり、かれ






















いたとき、もみあい なった。アントワーヌは、むちの柄でドイツ兵のこみかみをなぐっ ら、相手はぐったりとなったので、死んだと思い 相手のからだを堆肥 つんだ馬車のうえ ほう 投げ 自宅へ こび、堆肥の穴のなかへ投げ入れ 。　
しかし、明け方ちかくになり、外をみると、あのドイツ兵が息を吹きかえし、堆肥の中 ら出てき ので、
訴えられでもしたら、身があぶなくなる 熊 で刺し殺してしま 堆肥のな に穴をほ 、そこに死体をかくした。　























倒された。ハンスはじゃまする者をかたづけ、悲鳴をあげる娘の口を手でおさえ、体を抱きかかえその部屋から出ていくと、彼女を犯してしまった。やがてテーブルのうえに百フランおくと、ウィリィに「行こうぜ」と い かぶ をかぶりながら家から出ていった。
その後ハンスは、占領軍の一員として、パリ、トゥール、ボルドーと、転々とし、三カ月後にはソアソンにもどってきた。秋になり、何もする
ことがないある日のこと、ハンスはポケットに絹製のストッキング ねじ込むと、オートバイに乗り、アンネットの家にむか





















































































































































































































































he prose of sm
all things, p.447 ）
思うにきっとキ プリングは、主としてモーパッサンを研究することによっ 着想を得たものにちがいない。諸君はモーパッサンについて何か知って





モーパッサンの作品の恐るべき特徴は、あらゆる同情がまったく無いということである。作家の側 い なる人間 し 感情 ないということ る。
（
V
































































































































































































































































































ierre and Jean: w







ann, 1902. 235 p.
 8. 。
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ar. O





































an ’s soul は、原題を
 U
ne V









































































































































































fter all, the only questions
a w
riter, no less than critic, has
to consider in regard to a w
ork
of literary art, are; Is the subject
w


















aupassant) gradually lost the pow
er he had originally of looking at life w
ith w
hat one of his F
rench critics has called “un pessim
ism




); his deeper institution changed his view
 to that of “un pessim
ism
e som





















































































































































































































































































































Translated from the French
Guy de Maupassant
With a Critical Introduction















he artist, then, says M
aupassant, is in a sense the slave of his personality; he m
ust w








n the other hand, the analytical w
riter pure and sim
ple w
ho sets him



































 the critic w
ho assum
es that “the novel ” can be defined in conform
ity w
ith the ideas he has based on the novels he prefers, and that certain 
im
m





 is not to tell a story to am
use us, or
to appeal to our feelings, but to com
pel us to
reflect, and to understand the occult and deeper 
m
eaning of events. 〔
p.xlix 〕
“L












here is an unexplored side to everything, because w
e are w

























Les Dimanches d’un Bourgeois
de Paris































































































































































































筆者は、東北大学附属図 館で、 『トワーヌ』を実見する機会を逸した。 『漱石文庫目録』に、同書が抜け落ちていたからである。したがって書
き入れの有無をたしかめることができなかった。同書には、漱石の短篇「手紙」との関連で重要な「わが二十五日」 （
M









































I イルl a ア l ルe 






































































































































































































ること、すなわち外国語を学ぶこ は困難ではない。 え いえば、東京人がサツマの方言を学ぶよりも容易である。翻って考えると、日本の風俗習慣、言語は西洋のものと別物である。だから日本人が西洋語を学ぶと 、大きな困難を覚えるのはこのためである。
外国語は、学問をやるときの器械であるから、われわれはぜひともそれに通じておく必要がある。われわれは外国語の学習 おいて、ばかばか
しいほどの労力と時間を費すのはやむをえな 。ラテン語、ドイツ語、フランス語のために、貴重 時間をうばわれ、専門 勉強をする時間がいのは、しかたない次第である（ 「作文・レポート・中学改良案」 ） 。
漱石にとって語学は、学問をやるうえで必須の道具であったのであろう。その語学を便法として 世界共通の学問をやる を理想と考えていた




















































































































































































































































































































e suis levé du fauteuil où je m
’étais assis pour le déplier, ―
 les jam




e un potache, com
m





brassant le papier, em
brassant aussi votre portrait, qui ne m
’a pas quitté durant ce m













e savoir quelque gré de vous en tracasser le m
oins possible, de regarder la vie d ’un oeil qui sem









r là-ba, votre F
elden tudesque, je devinais, j ’étais sûr que les courtisans faisaient grève entre deux m











hôtels, autour de l ’établissem
ent therm
al, qui com















































き、びっくりした。そこ 重吉の姓 名がはっきりと記 れていた。






















2）日夏耿之介「紀季文学輸入閑話」 （ 『日夏耿之介全集第七巻』所収、河出書房新社、昭和四十九年二月） 。
（

















ぎない。調査や考察が不十分であったり、書き方があまかったり、ところどころ蕪雑に書きつらねたところが見られるかもしれない。ともあれ本稿の中心人物は、世界の文学に影響をあ えたモーパッサンである。モーパッサンは、パリ・コミューン（民衆革命）にたいしてどう反応し、どのような態度をとったのか。このプロレタリアート革命に対する れの無視 嫌悪感をかれの作品を通して研究したものが巻頭の小論である ついで世界各国の作家の作品 構想や章句に波動をあたえた例を研究したのが、 とモームや漱石との関係である。後者の二人は、前者の作品から何を借用し、原 をどのように変形したのであろうか。またモーパッサンとハーンとの関係は、後者がいかにこのフランス 作家に心酔し、それを同国人に共感させるために翻訳の筆をとったかの研究である。
